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～ 地価公示が発表されました ～

今月号は先月２６日に公表された「地価公示」について取り上げたいと思います。

国土交通省は２６日、今年の公示地価を発表しました。
全用途の全国平均は前年比２.３%上がり、伸び率はバブル期以来３３年ぶりの高さ
でした。
株価や賃金に続き土地にも上昇の波が広がり、日本は脱デフレの転機を迎える様相。
先行きの利上げを懸念し、海外マネーには変調の兆しもある模様です。

全用途は３年連続で上昇しました。
伸び率が２％を超えるのは１９９１年の１１.３％
以来でバブル崩壊後、日本の地価は長らくマイナ
ス圏に沈みました。
足元で日経平均株価が史上最高値をつけ、物価や
賃上げにも勢いが目立つなかで地価も潮目が変わ
りつつあります。

一方、実勢価格でみればバブル期とはなお隔たり
がある事が多く、全国の１平方メートル当たりの
平均価格を１９９１年と比べると住宅地はおよそ
４割、商業地は３割の水準にとどまっています。
経済を底上げして勢いを持続できるかが今後の
焦点となるようです。

＜全用途で３年連続の上昇＞

○ 愛知県
住宅地、商業地、工業地がいずれも３年連続で上昇し、上昇率は前年より拡大。
住宅地は名古屋市中区で過熱する新築マンションの需要が熱田区や中村区に波及。
大府市や知多市などの西三河については自動車関連企業の従業者が多いため、知多
北部を含めて住宅需要が高まっている。

○ 岐阜県
商業地はバブル期以来、３２年ぶりの上昇。特に主要駅近くの土地人気が高い。
工業地は製造業の需要が底堅く、２年連続の上昇。
住宅地は３２年連続の減少となったものの、下落幅は前年より縮小した。

○ 三重県
住宅地、商業地ともに３２年ぶりに上昇。工業地も上昇幅を前年より拡大しました。
繁華街の回復が進み、商業地の半数で地価が上昇。

＜東海３県の地価公示については＞
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私たちは、土地や建物の仲介のみではなく、
声かけ頂ければ、何でもお役に立てます！

マルヒロ不動産（株）

～土地・建物のよろず屋～

名古屋市中村区横前町１０９番地https://maruhiro2103.co.jp

○ 住宅地

地域別の平均変動率は名古屋市で４.５％、尾張２.１％、知多２.３％などとなり、
市町村別では４４市町で上昇、６市町村で下落しました。
上昇率のトップは大府市で、西三河や知多北部の各市が並び、自動車関連企業の従業
者に人気のエリアで、高い需要が続いています。

下落率が最も大きいのは前年に続き
南知多町で５.７％でした。

名古屋市を見ますと、上昇率が最も多い
のは、中区上前津で、上位５地点はいず
れも名古屋市内となりました。

好評につき、物件が不足中です掲載料や面倒な手続きは必要ありません。「ご依頼」を頂くだけで結構です。

「売・貸物件

不足しております！」

＜愛知県内については＞

○商業地

地域別の平均変動率は名古屋市で６％、尾張２.７％、知多１.７％、西三河４.１％、
東三河１.２％と全域で上昇しました。
市町村別では３８市町で上昇し、６市町で下落しました。

最も上昇率が大きかったのは知立市の９.１％で、大府市
の８.３％が続き、下落率が最も大きかったのが南知多町
の４.７％となりました。

名古屋市は全区で上昇
しましたが、
南区や西区では上昇率
は減少となりました。
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